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研究成果の概要（和文）： 帝国日本における人とモノの移動とそこに生まれた他者像について、フィールドワ
ークと文字資料研究を行った。
　帝国日本における宗主国と植民地の間の近似性と近接性に注目し、移動の容易さ、同質化への志向を指摘し得
た。植民地の近代化に関しては、帝国内の各地での多様な解釈を、モノを視点として検討した。植民地間での移
動については、特に台湾－沖縄、朝鮮半島－台湾に関して資料を蓄積している。また、帝国日本内の移動につい
ての検討には、帝国日本の外部とのつながりを視野に入れる必要性が、本研究を通じて明確なものとなった。

研究成果の概要（英文）：　The flow of goods and people and the images of others in Imperial Japan 
have been researched based on the fieldwork and documentary records materials. 
　Focusing on the approximation and vicinity between the suzerain and colonies, the ease of flow and
 the intention of assimilation should be pointed. The variation of interpretation for the colonial 
modernity among these areas: Taiwan, Korea and Okinawa, is discussed based on the investigation of 
goods.  Concerning the flow between the colonies, especially Taiwan-Okinawa and Korea-Taiwan, 
research data has been accumulated. Through this research, it should be clearly noted that the 
analysis of the flow in Imperial Japan needs to be considered along with external connections.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
帝国日本による植民地統治は、宗主国と植

民地、また植民地同士の人々の出会い、また
モノの交流を生み出していた。そこで生まれ
た「他者像」は、今の我々が他者を見る視線
にいかに影響を与えているかという問いか
ら、本研究は始まっている。本研究は、帝国
日本のもとで、日本本土と植民地、植民地間
の関係性において作られ、また運ばれ、生活
のなかに根付いたモノの社会経済的背景、そ
の文化的表象を明らかとし、さらにそのモノ
に込められた他者認識や自己認識のダイナ
ミックスを、植民地期から現在に亘って考察
するものである。 
本研究の発想は、台湾における植民地主義

に関する人類学的研究にある。人類学の植民
地主義研究では、支配者として優位なる宗主
国と被支配者として劣位にある植民地とい
った二者対立的な構図では捉えきれない事
象や人々の思考・行為に視線を注ぎ、宗主国
と被支配者のもつれ合いの中で宗主国自身
の文化も被支配者の文化も構築されること
を論議してきた。台湾においても、被支配者
となった台湾の人々が植民地経験を主体的
に操作し、「日本」が社会的状況の下で変容
しながら利用されていくことを、植民地期か
ら現在まで通時的かつ多面的に明らかにし
た（植野弘子・三尾裕子編、『台湾における
＜植民地＞経験―日本認識の生成・変容・断
絶』、風響社、2011 年）。  
また、日本の植民地支配には、西洋列強の

植民地支配にはない、「近隣性」と「近似性」
とが存在し、このため、「文明化」した西洋
列強が絶対的に優位な他者として、「未開」 
の地に福音をもたらすとして行う植民地支
配による他者像とは異なる相互認識がある
ことも、鮮明なものとなった。新たな統治者
日本は、進んだ「文明」をもたらすものとし
て単純に受け止められる存在ではなかった。
同じ東アジアの中にあり、倫理面でも、物質
文化でも共通性のある宗主国と植民地の間、
植民地同士の間でのモノの移入や混淆は容
易だったが、モノへの認識については自他を
明確に区分できない複雑さを生んだ。一方で、
日本は、植民地に西洋の「近代化」を装った
統治制度、産業、生活習慣等を持ち込み、こ
れらに付随するモノも生活の中に埋め込ん
だ。こうして生活世界に形成された新たなモ
ノは植民地支配終了後各地で異なる歴史を
経る。だが、こうしたモノが、戦後、いかに
維持・変容するかを他者像とともに追う研究
は、「植民地近代」とその後を考える課題で
ありながら、十分にはなされていなかった。 
さらに、「帝国日本」の他者像を考察する

には、帝国を枠組みとした人の移動に注目す
る必要がある。宗主国から官吏や植民者が植
民地に、対して植民地から宗主国にも労働・
就学などのために人が移動するが、それのみ
ならず、植民地間においても商人、労働者あ
るいは兵士として人の移動が行われ、そこに

帝国の世界が構築された。日本の植民地にお
けるこうした移民とその現在的問題として、
研究分担者である崔吉城は、『樺太朝鮮人の
悲劇―サハリン朝鮮人の現在』（第一書房、
2007 年）において、戦前のサハリンでの朝
鮮人・日本人・ロシア人の混住状況、ソ連の
参戦によって起こる混乱の中での日本人に
よる朝鮮人虐殺、戦後も帰郷できなかった朝
鮮人、そしてようやく戻った人々と現代韓国
社会との摩擦を描き、日本の植民地支配によ
って引き起こされ今に続く問題を提示して
いる。こうした視点と綿密な調査研究が、他
の植民地に関して必要でありながら、台湾・
朝鮮半島への他の植民地からの人の移動に
ついての研究は十分なものではなかった。台
湾においても、日本本土からの官吏や植民者
などだけでなく、沖縄や朝鮮半島から労働者
が来ており、また中国大陸からも多くの人が
渡台している。これまでのような「日本－台
湾」、つまり「宗主国とある一植民地」とい
う構図では、植民地世界を理解することは能
わない。台湾と朝鮮半島、台湾と准植民地と
しての沖縄の関係など、こうした地域の間の
モノの移動、人の移動の過程とそこで生み出
される新たなモノに注目し、この視点でもっ
て、植民地支配が覆った「帝国日本」の実態
を考察することが求められていた。 

 
 
２．研究の目的 
日本の植民地となった台湾や朝鮮半島、ま

た准植民地ともいうべき沖縄においては、日
本による統治ゆえに新たなモノ（たとえば近
代西洋建築物や畳など）が持ち込まれ、ある
いは創造され、さらに宗主国日本と植民地の
間で、また植民地間で人が移動し、それまで
にない他者との出会いが生まれた。本研究の
目的は、このような帝国日本におけるモノと
人の移動に着目し、そこに生み出された他者
像を、人々の生活世界に視点をおいて分析し、
植民統治期を超えて現在に至る東アジアの
他者認識のダイナミックスを明らかとする
ことにある。さらに、文化的に近似性をもつ 
東アジア内の宗主国と植民地の関係性、植民
地間の関係性に注目することにより、本研究
は、西洋列強の植民地主義の検討に基づく従
前の人類学的研究に新たな展開をもたらす
ことを目指すものである。 
 具体的には、以下の４点を明らかにするこ
ととした。 
（１）植民地期の台湾・朝鮮半島、また沖縄
の人々の生活のなかで、植民地支配によって
生み出されたモノ、帝国内の他の地域からも
たらされたモノについて、その生産・流通の
実態と、人々のそれらに対する評価・イメー
ジをさぐり、そこに現れる他者像を明らかと
していく。 
（２）上記（１）の研究成果をふまえて、植
民地支配終了後におけるモノとそのイメー
ジの変容についての調査研究を行い、植民地



期と繋がる現在の人々の他者イメージを明
らかにしていく。特に台湾と韓国における比
較研究においては、その政治的社会的背景の
差異に注目して分析し、他者像を造り出す要
素をより明確にしていく。また、この過程に
おいて、これまで研究が十分ではなかった、
終戦後から 1950 年代までの旧植民地におけ
る日本の影響や植民地支配の残存状況が明
らかになっていくことが期待できる。 
（３）植民地期の人の移動についてこれまで
注目されていなかった、植民地間の人の移動
の実態に関する資料収集と分析を行い、宗主
国の人々、植民地の人々の多様な集団が構成
し、それぞれが交流しあるいは隔絶して存在
する植民地の生活世界の実像を提示してい
く。これによって、人口移動とともにもたら
されたモノや慣習、知見を考察し、そこに現
れる他者像を明らかとする。 
（４）近似性・近隣性を有する宗主国による
植民地統治とその後の関係性を考察するこ
とによって、「帝国日本」の特異性に対する
考察を行い、西洋列強の植民地支配から考察
してきた従前の人類学の植民地主義研究・ポ
ストコロニアル研究とは異なる、新たな視座
を提供することを目指す。 
 
 
３．研究の方法 

帝国日本におけるモノと人の移動から台
湾・朝鮮半島・沖縄にみられる他者像とその
ダイナミックスを考察する本研究の目的を
達成するため、以下の方法で研究を進めた。 
（１）研究メンバーは、各自のテーマにした
がって、フィールドでの聞き取り調査、文献
史資料収集を遂行し、それに基づいて考察を
進めた。 
（２）メンバーは、これまでの自らの調査地
のみならず、全員が本研究の対象とする台
湾・韓国・沖縄に赴いて現地の状況に対して
理解を深めることを目指し、第１年目 2014
年２月には沖縄八重山地域で、第２年目 2015
年 8 月には韓国、そして第３年目 2015 年 12
月には台湾において、共同調査を遂行した。
その際には、いずれも現地研究者を交えたフ
ォーラムを開催し、当該地域の研究者・研究
機関との交流を図った。 
（３）研究会を、合わせて１１回開催し、メ
ンバーの研究報告のみならず、関連する研究
者を招いて討議を行い、課題の深化を計った。 
（４）最終年度にあたる 2017 年 12 月３－４
日には、国際シンポジウム「帝国日本におけ
る人とモノの移動と他者像―台湾・朝鮮・沖
縄を基点に」を開催し、メンバーの研究成果
の公開を行い、討議を通じて課題を深化させ
た。 
（５）これまでの研究成果を基に、論文の執
筆を行い、書籍として公刊するための準備を
進めている。 
 
 

４．研究成果 
研究開始当時の研究目的を明らかにする

べく、研究を進めるなかで課題の整理を繰り
返し、帝国日本における人とモノの移動とそ
こに生まれる他者像に関して、以下の論点に
ついて考察を進めた。 
（１）帝国日本内の近似性・近接性 
帝国日本においては、宗主国と植民地の間

での近似性・近接性をもつことを特徴として
いるが、このことは、双方の民衆レベルにお
いても他者と出会うという状況を生み出し
ている。日本的とされるモノの展開・定着（日
本式表札などに関する角南の研究）や日本的
なものへの「感化」・同質化の想定（商社活
動に関する谷ヶ城の研究）について具体的検
討がされている。 
（２）近代化を視点とした他者認識 
 日本による植民地統治は、植民地に産業の
近代化を計るとともに、近代的制度や近代的
なモノを持ち込むことになった。こうしたモ
ノに対する植民地の人々の評価、そして植民
地統治の終了後にそれはいかに継続変化し
てきたのかが課題となる。近代的なモノとそ
れを持ち込んだ日本に対する評価の変遷（台
湾の近代的日用品に関する植野の研究）が検
討され、また日本の持ち込んだ「近代」への
評価の地域的差異（西洋近代建築物に関する
上水流による比較研究）が指摘されている。 
（３）植民地間での移動と他者認識 
宗主国と植民地との関係だけではなく、植

民地と植民地の間の関係性を捉え、それによ
って、帝国内の移動を全体的に捉えることを
一つの課題としてきた。これまで研究が未着
手ともいえた台湾と宮古地方との間での人
の移動についての貴重な資料が収集されて
いる（宮古の台湾人に関する松田の研究）。
また、朝鮮半島への中国からの人の移動と、
その人々と子孫である韓国華僑の現在に至
る移動についての資料収集が、韓国と台湾の
共同調査などを通じて行われている。 
（４）帝国日本を越えた関係性の検討 
 帝国日本における移動を考える際に、本研
究で基点とした台湾・朝鮮半島・沖縄だけで
はなく、中国との間での移動について考察の
必要性のあることは、本プロジェクト研究開
始以前にも想定されていた。中国からの人の
動きとモノの伝播（粉食中華の定着に関する
林史樹の研究、韓国華僑の研究）については、
資料収集と分析が進んでいる。また、台湾に
おける日本統治に際して、西洋化を導入した
清帝国の制度と日本の制度の転換（日本統治
期の税関制度に関する林玉茹の研究）など複
数の帝国を視点とした研究が必要なことが
明らかとなってきた。さらに、帝国日本以外
とのモノの移動（パイン産業に関する八尾の
研究）、帝国日本を越えて活動する人の動き
（日本人人類学者に関する全の研究）を視野
に入れなければ、帝国日本の移動を考察しえ
ないことが明確になったことも、一つの研究
成果である。 



（５）帝国日本の移動と他者像への研究視角 
本研究を通じて、西洋列強の植民地主義に

関する研究に基づいたこれまでの人類学研
究を越えることを目指し、そのために帝国日
本の移動と他者像を捉える研究方法の検討
も行った。帝国日本期の生活の語りに基づく
植民地世界の描き方の検討（植民地朝鮮のラ
イフヒストリーに関する鈴木の研究）、帝国
支配のなかで植民地であった場における旧
帝国の出身者である研究者の視点のバイア
スの指摘（インタビュー資料・映像記録資料
の利用に関する崔による研究）は、今後の東
アジアでの人類学研究に刺激を与える成果
といえよう。 
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